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別紙-１１  取組のための豆知識（事業所向け） 

 

豆知識-１ それぞれの取組の省エネ効果 大項目 1 エネルギー 

◇昼休みの消灯  

40Ｗの蛍光灯を昼休み１時間消すと、１年間（250 日）で、１台当たり 10kWh、100 台では、平均家庭の３ヶ

月分程度の電気が節約できる。 

◇照明機器の掃除  

ランプやカバー等にほこりや汚れがつくと明るさが低下する。１年間掃除をしないと明るさは約 20％低下

するといわれ、半年から最低１年程度以内に掃除をする。 

◇照明機器の適切な交換 

ランプの両端が黒ずんできたら交換する。使用期間が長くなると明るさが落ちるため、約３年を目安に取り

替える。適正な明るさを確保すれば、結果的に使用台数が少なくなり、省エネにつながる。 

◇エアコン設定温度 

暖房の設定温度を２℃低めにすると約10％、冷房を２℃高めに設定すると約20％節約できる。また、部屋

に入る熱の 20～30％、逃げる熱の約 10％は窓からであり、カーテンやブラインドで窓をしっかり覆うようにす

る。 

◇エアコンフィルターの交換 

１日８～10時間の運転をした場合、２週間で風量が約５％落ちるため、フィルターの掃除は２週間～1 ヶ月

に１回を目安に行うことを心がける。 

◇省電力モード 

パソコンやコピー機は省電力モードを利用することにより、省電力ができる。特に、コピー機は機種によっ

ては数％～数10％の省電力が可能である。パソコンの、スクリーンセーバーは、画面の焼付き防止を目的と

したもので、省電力モードではない。省電力モードの設定か長期間に使わない場合、主電源を切るよう心が

ける。また、国際エネルギースターロゴの付いた製品では、パソコンの場合、省エネルギーモードにより、消

費電力を通常機器の待機時に比べてさらに 40～70％程度、コピー機の場合で 30～90％程度減らせること

ができる。 

 

豆知識-２ コージェネレーションシステム 大項目 1 エネルギー 

コージェネレーションシステム（熱電併給）とは、燃料エネルギーによりエンジンを駆動して電気エネルギーを

得るとともに、エンジンからの排熱を利用して、蒸気や温水などの熱エネルギーも同時に得ることが出来るシス

テム。電力と熱エネルギーを同時に得るため、高い総合エネルギー効率を実現することができ、省エネにとっ

て有効なシステムである。 

《考えられる設置法》 

・ 学校給食センターにおける可能性（電気 40万 kWh/年、ボイラー重油 10万 L/年） 

 

豆知識-３ 省エネ型機器のラベリング制度 大項目 1 エネルギー 

◇国際エネルギースターロゴマーク 

省エネルギー型 OA 機器を対象とした任意登録制度の基準に適合する製品を示すマ

ーク。対象製品は、コンピューター、ディスプレイ、プリンタ、ファクシミリ、コピー機等で、

米国と日本等が協力し、（財）省エネルギーセンターが運営している制度である。 

◇省エネラベル 

 省エネ法に基づき定められた省エネ基準をどの程度達成しているか、その達成率

（%）をラベルに表示するマーク。通常、マークの色は橙色（左側）だが、省エネ基準

達成率が 100%以上の製品には緑色のマーク（右側）を表示することができる。対象

製品は、エアコン、冷蔵庫、冷凍庫、蛍光灯器具、ストーブ、テレビ、ガス調理機器、

ガス温水機器、石油温水機器、電気便座、電子計算機（パソコン）、磁気ディスク装置、ジャー炊飯器、電子

レンジ、ＤＶＤレコーダー、変圧器の１６の家電製品である。JIS 規格。 
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豆知識-４ CO2  大項目１ エネルギー 

庁舎等の使用電力購入に際して、省CO2 化の要素を考慮した購入方式を導入することが考えられます。 

引用）実行計画策定マニュアル（平成１９年３月 環境省 地球環境局 発行）より 

 

豆知識-５  大項目１ エネルギー 

エネルギー消費効率の高い機器の導入も、地球温暖化対策の重要な柱の一つです。 

製品の製造から廃棄までのライフサイクルの各段階で二酸化炭素等の温室効果ガスが排出されています

が、OA 機器や電気製品は、特に使用段階における排出量が多くなっているといわれています。そのため、エ

ネルギー資源の保全や温室効果ガスの排出量削減のためには、使用時の消費電力量ができるだけ少ない製

品を導入することが最も効果的と考えられます。 

例えば、どこのオフィスにでもあるコピー機では、待機時に消費する電力が大きな部分を占めている（一般的

なオフィスの場合、待機時消費電力が80%～90%程度を占めるとのデータもあります）ため、省エネルギーの観

点から必要となります。こうした、待機時における省エネルギーについては、国際エネルギースタープログラム

で、コンピューター、ディスプレイ、プリンタ、ファクシミリ、コピー機、スキャナ及び複合機の7 品目に待機時消

費電力に関する基準を設定しており、これらの基準を充足する製品の導入を推進すること

も重要です。 

また、エネルギーの使用の合理化に関する法律により、家電製品、OA 機器、照明機

器、自動車等について「エネルギー消費効率」が定められており、エネルギー消費効率が

高い機器の導入を図る必要があります。 

引用）実行計画策定マニュアル（平成１９年３月 環境省 地球環境局 発行）より 

 

豆知識-６  大項目１ エネルギー 

廃熱等の未利用エネルギーの有効利用、コージェネレーションシステムの導入、ヒートポンプの導入等、ま

た、きめ細かな運転管理により、大幅にエネルギー使用量の少なくなるシステムや設備があります。建築物の

建築や空調設備の更新に際しては、可能な限り省エネルギータイプの設備を選択することで、温室効果ガスの

排出量削減に貢献することが可能となります。 

また、庁舎等建築物の断熱や各種の省エネルギータイプのシステム導入、外気導入に

よる冷暖房の節約、日射をコントロールするガラスやひさし、屋上・壁面緑化などの工夫を

施すことにより、大幅なエネルギー使用量の削減が図られます。日常の庁舎等の管理に当

たっては、空調の温度設定や発熱の大きいOA 機器類の配置を工夫するなども重要な取

組です。 

引用）実行計画策定マニュアル（平成１９年３月 環境省 地球環境局 発行）より 

 

豆知識-７  大項目１ エネルギー 

庁舎等建築物におけるエネルギー使用量のうち、冷暖房が占める割合は大きなものです。このため、庁舎

等建築物における冷暖房温度の適正な管理が重要となります。平成9 年度に環境庁が実施した「率先実行計

画に関するアンケート」調査結果によると、冷暖房温度に関する設定を実施している地方公共団体では、冷房

温度28℃、暖房温度20℃（杉戸町では１９℃）という温度設定が最も多くなっています。 

引用）実行計画策定マニュアル（平成１９年３月 環境省 地球環境局 発行）より 

 

豆知識-８  大項目１ エネルギー 

管理する敷地内や周辺の緑化は、二酸化炭素の吸収源対策としての効果が期待され、また、庁舎等建築

物の屋上の緑化は、二酸化炭素の吸収源対策とともに、冷暖房等に係るエネルギー使用量の削減にもつなが

ります。 

引用）実行計画策定マニュアル（平成１９年３月 環境省 地球環境局 発行）より 




